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スポーツにおける結果の不確実性仮説と需要に関する文献レビュー

涌　田　龍　治

要　旨

　本稿の目的は，スポーツの試合に対する需要が結果の不確実性仮説でどの程度説明できるのかを文献レビューを通じ
て明らかにすることにある．ここでは，不確実とされる結果を短期としているか長期としているかで先行研究を分類し，
それぞれの分野で何が明らかになったのかを問う．試合の勝敗という短期的結果の不確実性が需要を左右すると捉える
先行研究からは，需要量の増加を正確に捉えることができないと，結果が不確実であっても需要は増加しないように見
えるという可能性が示された．シーズンの優勝という長期的結果の不確実性が需要を左右すると捉える先行研究でも，
同様の可能性が示された．それゆえ，売上高のような需要量の増加を正確に捉える変数を用いると，多くのスポーツリー
グで結果の不確実性仮説が支持されるだろうと推測できる．
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1．本稿の目的

本稿の目的は，スポーツの試合に対する需要が結果の不確実性仮説でどの程度説明できるのか，

文献レビューを通じて明らかにすることにある．ここでは，不確実とされる結果を短期と捉えるか

長期と捉えるかによって先行研究を分類し，それぞれの分野で何が明らかになったのかを問う．さ

らに両分野の知見から，結果の不確実性仮説が妥当性を持つ範囲を明らかにしたい．

わたしたちは通常，購入したい商品の品質を事前に予測できないような場合，そうした商品を購

入しようとはしない．ところが，スポーツの試合では，どちらが勝つのか前もってわかっていない

ほど，つまり，サービスの品質が事前に予測できないような場合ほど，そうした試合（サービス）

を面白いと感じて見ようとする．消費者が事前に商品の品質を十分に予測できないことは，スポー

ツ経済学と呼ばれる分野において「結果の不確実性（uncertainty of outcome）」という概念で捉えら

れてきた．そこでは，結果の不確実性が高まるほどスポーツの試合を見たいという需要が高まると

いう仮説（以下，結果の不確実性仮説と呼ぶ）が古くから提示されてきたのである（Rottenberg, 

1956; Neale, 1964）．

しかし，この結果の不確実性仮説は，今でも仮説段階に留まっている．と言うのは，提示された

仮説が検証されなかったわけではなく，この仮説を支持する研究と支持しない研究が混在している

状況にあるからである（Szymanski et al., 1999）．この混在状況を丁寧に解きほぐし，これまでのと

ころ結果の不確実性仮説が需要をどの程度説明できているのかを示すことは，今後の研究にとって

一定の意義を持つであろう．

そのために先行研究を概観すると，結果の不確実性仮説の妥当性を問う実証的な先行研究は，「結
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果」の捉え方を短期とするのか長期とするのかに応じて，大きく二つに分かれているようである．

結果を短期的結果と捉える先行研究の多くは，ある特定の 1試合の勝敗が不確実である（どちらの

チームが勝つか分からない）ほど，当該試合の入場者数が増加するかを問うている．一方，結果を

長期的結果と捉える先行研究の多くは，ある特定の 1シーズンの順位が不確実である（どのチーム

が優勝するか分からない）ほど，当該シーズンの入場者数が増加するかを問うている．

実は，結果を短期的結果と捉える先行研究では，結果の不確実性仮説が支持されなかった場合が

多かった．イギリスのプレミアリーグ（サッカー）では，複数の先行研究が，むしろ結果が不確実

であるほど入場者は減少するという反対の効果を生むことを明らかにしている．このような状況が

生じたのはなぜか，その原因を巡って最近の先行研究は次の可能性を示している（Forrest et al., 

2005）．すなわち，スタジアムの入場者数を需要全体とみなすと，満員となった際はスタジアムに入

場できなかった人々の需要がわからないので，結果の不確実性の効果を十分確認できなくなるだろ

う．そのため，需要量の物理的上限のないテレビ視聴者数をも被説明変数として扱う必要があるだ

ろう．このような立場に立った先行研究では，おおむね，試合結果が事前に不確実であればあるほ

どテレビ視聴者が増えることが確認されている．

しかし結果を長期的結果と捉える先行研究では，この知見は今のところ確認されていないようで

ある．これらの先行研究の大半が，テレビ視聴者数ではなくスタジアムへの入場者数を被説明変数

としているのである．結果を短期的結果と捉える先行研究の場合と異なり，これらの先行研究の中

には，仮説が支持された研究もあったことが，知見の確認が遅れた原因の一つかもしれない．

以下では，まず結果を短期的結果と捉える先行研究を概観して，そこで明らかになった知見を整

理する（第 2節）．次に，結果を長期的結果と捉える先行研究を概観して，そこで明らかになった知

見を整理する（第 3節）．さらに，両分野の知見から，結果の不確実性仮説が妥当性を持つ範囲を議

論する（第 4節）．最後に，結論をまとめ，限界を述べる（第 5節）．

2．結果を短期的結果と捉える先行研究

結果の不確実性仮説を巡る先行研究の多くは，仮説がもつ政策的インプリケーションを導き出す

ことに多くの時間を割いてきたようだ（大竹, 2005）．具体的には，需要が競争相手との関係で調整

されるような結果の不確実性仮説が成立する市場において，各主体はどのような振る舞いをするの

かといったインプリケーションである．ここで導かれるインプリケーションは，競争の制限のあり

方を問う経済学全般に役立つからであろう．

逆に言えば，結果の不確実性仮説が本当に現実のスポーツの市場において成立しているのかを問

う先行研究は，相対的に少なかったようである．実際，結果を短期的結果と捉え，結果の不確実性

と需要の関係を現実のデータを収集して検証しようとした研究の嚆矢は，表 1にあるように，Peel 
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and Thomas （1992）であり，1990年辺りから研究が蓄積されてきたようであるからだ 1）．1960年辺り

に仮説が提示されてから，30年ほどのラグがある．

表 1は，結果を短期的結果と捉え，結果の不確実性と需要の関係を実証した先行研究の一覧である．

ここでの結果とは，ある特定の 1試合の勝敗のことである．この勝敗が不確実である（どちらのチー

ムが勝つか分からない）ほど，当該試合に対する需要が増加するかを問うている．

これら先行研究の多くは，被説明変数となる需要を，競技場やスタジアムに来場する入場者数と

みなしている．実際，被説明変数を入場者数とした研究が 22ある一方で，テレビ視聴者数とした研

究は 4，両方を被説明変数とした研究は 3しかない．一方，説明変数となる結果の不確実性を，先行

研究の多くは，スポーツくじのオッズ（Betting Odds）として測定している．表 1にあるように，説

明変数をスポーツくじのオッズとしているのは，15ある．次に多いのは，勝率（WPCT，Winning 

Percentage）を説明変数としている先行研究であり，8ある．また，順位（または勝ち点）の差を説

明変数としている先行研究も 8あった．以上のように，結果を短期的結果と捉える先行研究では，

被説明変数である需要を入場者数とする研究が大半であり，説明変数である結果の不確実性をスポー

ツくじのオッズとする研究が最も多いことが読み取れるのである．

実は，入場者数を被説明変数とした先行研究では，結果の不確実性仮説が支持されなかった場合

が多かった．22の先行研究の内，結果の不確実性仮説が支持されたのは，Rascher （1999），Owen 

and Weatherston （2004a），Owen and Weatherston （2004b），Rascher and Solmes （2007），Paul et al. 

（2011）の 5つの研究だけであった．Rascher （1999）の研究では，アメリカのプロ野球（MLB）で，

Rascher and Solmes （2007）では，アメリカのプロバスケットボールで，さらに Paul et al. （2011）の

研究では，アメリカのプロアメリカンフットボールで支持された．一方，Owen and Weatherston 

（2004a）と Owen and Weatherston （2004b）の一連の研究では，ニュージーランドの 15人制ラグビー

で仮説が支持された．このように，アメリカのプロリーグとニュージーランドのラグビーにおいて

は仮説が支持されることもあったが，残る 17の先行研究では，仮説は支持されなかった．例えば，

アメリカのプロ野球を対象にした場合には Rascher （1999）の研究とは逆に 4つもの先行研究で仮説

が支持されなかった．Tainsky and Winfree （2010）の研究では，Rascher （1999）の研究で対象となっ

た 1996年のデータだけでなく，1996年から 2009年までデータを広げて分析したところ，仮説が支

持されなかった．さらに，Meehan et al. （2007），Lemke et al. （2010），Coates et al. （2014）の 3つの

研究では，むしろ結果が不確実であるほど入場者は減少するという反対の効果が見られることが明

らかとなっている．また，Paul et al. （2011）の研究とは逆に，Coates and Humphreys （2010）の研

究では，プロのアメリカンフットボールにおいては，むしろ結果が不確実であるほど入場者は減少

するという反対の効果が見られることが明らかとなっている．

1）　結果を長期的結果と捉え，結果の不確実性と需要の関係を問うた先行研究には，表 2で示されるように，Borland 

（1987）の研究がある．これは Peel and Thomas （1992）の研究よりやや古いが，1990年近辺である．
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複数の先行研究が一致した知見を示しているのは，次の二点である．第 1に，イギリスのプロサッ

カーのプレミアリーグでは，結果が不確実であるほど入場者は減少するという結果の不確実性仮説

とは反対の効果が見られる（Forrest and Simmons, 2002; Buraimo and Simmons, 2008）．第 2に，ド

イツのプロサッカーのブンデスリーガでは，結果の不確実性仮説は支持されない（Czarnitzki and 

Stadtmann, 2002; Benz et al., 2009; Pawlowski and Anders, 2012）．

このような状況が生じたのはなぜか，その原因を巡って最近の先行研究は次の可能性を示してい

る（Forrest et al., 2005）．すなわち，スタジアムの入場者数を需要全体とみなすと，結果の不確実性

の効果を十分確認できなくなるだろう．なぜならば，満員となったため試合をテレビで見ようとす

る人々の需要もあるからである．そのため，需要量の物理的上限のないテレビ視聴者数をも被説明

表 1．結果を短期的結果と捉える先行研究一覧
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変数として扱う必要があるだろう．

このような立場に立った先行研究では，おおむね，試合結果が事前に不確実であればあるほどテ

レビ視聴者が増えることが確認されている．具体的には，Buraimo （2008）の研究では異なる結果が

示されているものの，テレビ視聴者数だけを被説明変数とした Forrest et al. （2005），Paul and 

Weinbach （2007），Tainsky et al. （2014），Schreyer et al. （2018）の 5つの研究では，試合結果が事前

に予測できないほどテレビ視聴者数が増加することが明らかとなっている．またテレビ視聴者数と

入場者数の両方を被説明変数とした Buraimo and Simmons （2009）と Cox （2018）の研究でも，試合

結果の不確実性が高まると，入場者数は増加しないものの，テレビ視聴者が増えることが確認され

ている．

以上の結果から，次の二点が言えそうである．第 1に，アメリカのプロスポーツのリーグとは異

なり，ヨーロッパのプロサッカーのリーグでは，結果の不確実性仮説は支持されにくい傾向が見ら

れる．イギリスにおいてもドイツにおいても，そうした傾向が見られた．第 2に，アメリカであれ，

ヨーロッパであれ，テレビ視聴者数を被説明変数とした場合は，結果の不確実性仮説が支持される

傾向となった．Paul and Weinbach （2007）と Tainsky et al. （2014）の研究のいずれも，アメリカンフッ

トボールのプロリーグで結果の不確実仮説が支持された．また，Schreyer et al. （2018）と Cox （2018）

の研究のいずれも，イギリスのプロサッカーリーグで結果の不確実性仮説が支持された．

このことは，競技場やスタジアムの収容人数に物理的上限があるとき，結果の不確実性仮説が支

持されにくい傾向を持ち，物理的上限がないとき，結果の不確実性仮説が支持される傾向を持つと

いう推測へとつながる．なぜならば第 1に，ヨーロッパのプロサッカーリーグにおける 1シーズン

の試合数は，アメリカのプロスポーツリーグよりも少ないことが多いため，競技場やスタジアムが

満員となる可能性が高いと予想できるからである 2）．また第 2に，試合のテレビ視聴は，競技場やス

タジアムでの観戦とは異なり，満員による制限は考えられないからである．

3．結果を長期的結果と捉える先行研究

一方で先行研究の中には，結果を，特定の 1試合の勝敗ではなく，ある特定の 1シーズンの順位

が不確実である（どのチームが優勝するか分からない）といった長期的結果だと捉えたものもある．

こうした先行研究は，1シーズンにおける優勝チームの予想が難しくなればなるほど，当該シーズン

の需要が増加するかを問うている．表 2は，結果を長期的結果と捉え，結果の不確実性と需要の関

係を実証した先行研究の一覧である．

これら先行研究の全てが，被説明変数となる需要を，競技場やスタジアムに来場する入場者数と

2）　例えば，イギリスのプロサッカーリーグで行われる 2018－19年シーズンの試合数は 380試合であり，アメリカのプ
ロバスケットボールリーグで行われる同じ年（2018－19年）のシーズンの試合数は，1,230試合である．
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みなしている．実際，被説明変数を入場者数そのものとした研究は 13あり，特定シーズンとその次

のシーズンの入場者数の差分とした研究は 4ある．一方，説明変数となる結果の不確実性は，結果

を短期的結果と捉えた先行研究とは異なり，様々な測定が行われている．その内，説明変数として

最も多く使われている指標は，勝率の標準偏差（SDWPCT，Standard Deviation of Winning 

Percentage）であり，11の先行研究が用いている．続いて，ハーフィンダル・ハーシュマン指数（HHI）

であり，5つの先行研究が用いている．さらに，順位の差および確率分布の裾の尤度（tail 

likelihood）であり，それぞれ 3つの先行研究が用いている．

少し具体的に見ていこう．これらの先行研究は，まず，被説明変数をシーズンで平均した入場者

数そのままの値としているか，そうではなく差分としているかによって二つに分けられる．シーズ

ンで平均した入場者数をそのまま被説明変数としている先行研究は，Borland （1987），Szymanski 

（2001），Humphreys （2002），Lee and Fort （2008），Soebbing （2008），Yamamura and Shin （2009），

福原（2009），涌田（2013），Mills and Fort （2014），Sacheti et al. （2014），涌田（2014），Cha et al. （2015），

Jang and Lee （2015）の 13である．一方，被説明変数をシーズンで平均した入場者数の差分とした

先行研究は，Schmidt and Berri （2001），Brandes and Franck （2007），Watanabe （2012）および

Martinez and Willner （2017）の 4つである．入場者数の差分を被説明変数とした先行研究では，見

せかけの相関の可能性を避けることに注意が払われている．そのため，いずれの先行研究も単純な

OLS回帰（Ordinary Least Squares regression）を行っていない．逆に言えば，前者の 13の先行研

究で示された結果は，解釈に十分な注意が必要である．

次に，表 2に挙げられた先行研究は，説明変数を勝率の標準偏差としているか，ハーフィンダル・

ハーシュマン指数としているか，それ以外の指標としているかで，おおよそ三つに分けられる．説

明変数の結果の不確実性の指標として勝率の標準偏差（SDWPCT）を用いている先行研究は，

Humphreys （2002），Brandes and Franck （2007），Soebbing （2008），Lee and Fort （2008），福原（2009），

Watanabe （2012），涌田（2013），Mills and Fort （2014），涌田（2014），Jang and Lee （2015）および

Martinez and Willner （2017）の 11の研究である．一方，結果の不確実性の指標としてハーフィンダル・

ハーシュマン指数（HHI）を用いている先行研究は，Humphreys （2002），Brandes and Franck （2007），

Lee and Fort （2008），Mills and Fort （2014），およびMartinez and Willner （2017）の 5つの研究である．

これら 2つの指標は，他の指標よりも多くの先行研究で用いられている．

続いて，これら先行研究の実証結果を見ると，シーズンで平均した入場者数（またはその差分）

が結果の不確実性によって説明できるのか否かという結果が混在していることが分かる．結果を短

期的結果と捉えた先行研究では支持されにくい傾向が見られたのに対して，結果を長期的結果と捉

える先行研究では，支持される場合もあれば，棄却される場合もあり，混在していることが伺える．

その中でも，複数の先行研究で確かめられた知見は，少なくとも次の 4つである．第 1に，アメ

リカのプロ野球のリーグ（MLB）では，入場者数が結果の不確実性によって説明できることが明ら

かにされている（Schmidt and Berri, 2001; Humphreys, 2002; Soebbing, 2008; Lee and Fort, 2008）．こ
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の知見は，短期的結果を捉えた場合でも Rascher （1999）の研究で確認された 3）．第 2に，日本のプロ

サッカーのリーグ（J1）では，入場者数が結果の不確実性によって説明できることが明らかにされ

3）　ただし，すでに述べたように，Tainsky and Winfree （2010），Meehan et al. （2007），Lemke et al. （2010），Coates et 

al. （2014）の 4つの研究では，この仮説は支持されなかったことも明らかとなっている．

表 2．結果を長期的結果と捉える先行研究一覧
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ている（福原, 2009; Watanabe, 2012; 涌田, 2013）．第 3に，イギリスのプロサッカーのリーグでは，

入場者数が結果の不確実性によって説明できないことが明らかにされている（Szymanski, 2001; 

Brandes and Franck, 2007; Martinez and Willner, 2017）．この知見は，短期的結果を捉えた場合でも

Forrest and Simmons （2002）と Buraimo and Simmons （2008）の研究で確認された．第 4に，イタ

リアのプロサッカーのリーグ（ただし下部リーグ）では，入場者数が結果の不確実性で説明できな

いことが明らかにされている（Brandes and Franck, 2007; 涌田, 2014）．

このことは，再び，競技場やスタジアムの収容人数に物理的上限があるとき，結果の不確実性仮

説が支持されにくい傾向を持ち，物理的上限がないとき，結果の不確実性仮説が支持される傾向を

持つという推測へとつながる．結果を短期的結果と捉える先行研究を整理した際と同じ推測へとつ

ながるのである．なぜならば第 1に，ヨーロッパのプロサッカーリーグにおける 1シーズンの試合

数は，アメリカのプロスポーツリーグ（とりわけ野球）よりも少ないことが多いため，競技場やス

タジアムが満員となる可能性が高いと予想できるからである 4）．また第 2に，日本のように欧米とは

異なる国で行われるプロスポーツのリーグは，欧米の国ほど人気がないので，満員となる可能性が

低いと考えられるからである．

4．両分野の先行研究から導出される仮説

これまでのレビューによって，結果を短期的結果と捉える先行研究からは，次の二点が明らかに

された．第 1に，アメリカのプロスポーツのリーグとは異なり，ヨーロッパのプロサッカーのリー

グでは，結果の不確実性仮説は支持されにくい傾向が見られる．第 2に，アメリカであれ，ヨーロッ

パであれ，テレビ視聴者数を被説明変数とした場合は，結果の不確実性仮説が支持される傾向となっ

た．

一方，結果を長期的結果と捉える先行研究からは，次の四点が明らかにされた．第 1に，アメリ

カのプロ野球のリーグでは，入場者数が結果の不確実性によって説明できることが明らかにされて

いた．第 2に，日本のプロサッカーのリーグ（J1）では，入場者数が結果の不確実性によって説明

できることが明らかにされた．第 3に，イギリスのプロサッカーのリーグでは，入場者数が結果の

不確実性によって説明できないことが明らかにされた．第 4に，イタリアのプロサッカーのリーグ

では，入場者数が結果の不確実性で説明できないことが明らかにされた．

以上の知見から導かれたのは，①競技場やスタジアムの収容人数に物理的上限があるとき，結果

の不確実性仮説が支持されにくい傾向を持つのではないかということ，②他方，物理的上限がない

とき，結果の不確実性仮説が支持される傾向を持つのではないかということ，以上の推測である．

4）　例えば，イタリアのプロサッカーリーグ（Serie B）で行われる 2018－19年シーズンの試合数は 380試合であり，ア
メリカのプロ野球のリーグで行われる同じ年（2018年）のシーズンの試合数は，2,430試合である．
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この推測を基にして，先行研究で明らかにされていない点に留意すると，次の三点が仮説として導

かれるだろう．

第 1に，結果を長期的結果と捉え，被説明変数の需要をシーズンで平均したテレビ視聴者数とし

た場合，物理的上限によって需要量がコントロールされていたリーグでは，それが取り除かれるた

めに，結果の不確実性仮説は支持されることになるだろう．より具体的には，被説明変数を入場者

数とした場合とは異なり，イギリスのプロサッカーのリーグであっても，結果の不確実性仮説が支

持されるであろう．なぜならば，結果を短期的結果と捉えた Schreyer et al. （2018）と Cox （2018）

の研究のいずれも，イギリスのプロサッカーリーグで結果の不確実性仮説が支持されたからである．

第 2に，他方で，被説明変数をシーズンで平均したテレビ視聴者数とした場合であっても，物理

的上限による需要量の抑制が効いていなかったリーグでは，それが取り除かれることはないために，

結果の不確実性仮説は支持されないかもしれない．より具体的には，被説明変数を入場者数とした

場合に結果の不確実性仮説が支持されたアメリカのプロ野球のリーグや日本のプロサッカーのリー

グでは，試合数の多さや人気の低迷によって需要量が抑制されていたわけではないので，テレビ視

聴者数を被説明変数としても結果の不確実性仮説が支持されることはないであろう．

第 3に，チームの売上高のような需要量の増加を正確に捉える変数を用いると，多くのスポーツ

リーグで結果の不確実性仮説が支持されるだろう．チームの売上高は，入場者数やテレビ視聴者数

が増加すると多くなると予測できるからである．より具体的には，イギリスのプロサッカーのリー

グでもアメリカのプロ野球のリーグでも日本のプロサッカーのリーグでも結果の不確実性仮説は支

持されるだろう．

5．結論と本稿の限界

本稿の目的は，スポーツの試合に対する需要が結果の不確実性仮説でどの程度説明できるのかを

文献レビューを通じて明らかにすることにあった．ここでは，不確実とされる結果を短期としてい

るか長期としているかで先行研究を分類し，それぞれの分野で何が明らかになったのかを問うた．

試合の勝敗という短期的結果の不確実性が需要を左右すると捉える先行研究からは，需要量の増加

を正確に捉えることができないと，結果が不確実であっても需要は増加しないように見えるという

可能性が示された．シーズンの優勝という長期的結果の不確実性が需要を左右すると捉える先行研

究でも，同様の可能性が示された．それゆえ，売上高のような需要量の増加を正確に捉える変数を

用いると，多くのスポーツリーグで結果の不確実性仮説が支持されるだろうと推測できる．以上が，

本稿の結論である．

言うまでもなく，本稿にも多くの限界がある．もっとも重要な第 1の点は，本稿で導き出された

のは仮説にすぎないという点である．この仮説が正しいかどうか，データを収集して検証する必要

がある．これは喫緊の課題である．
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第 2は，本稿では，仮説検証に必要なデータ収集の可能性については十分に検討してこなかった．

例えば，シーズンで平均したテレビ視聴者数を正確に収集できるかどうかは検討の余地があるだろ

う．アメリカで行われた試合であっても日本人がテレビ視聴している場合もある．この時のテレビ

視聴者数は，データとして収集できるのだろうか．また，録画した試合を視聴した人々の数をどの

ように扱えばよいのだろうか．これらの点については稿を改めて論じたい．
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Literature Review on Uncertainty of Outcome Hypothesis and Demands in Sports

Ryuji WAKUTA

ABSTRACT

This paper aims to reveal the validity of the uncertainty of outcome hypothesis through the literature review. In this 

paper, we ask what prior researches found about the relationship between demands of sports spectators and the uncertainty 

of outcome in sports matches. The results of the literature review show the uncertainty of outcome hypothesis is not 

supported if we cannot capture the exact demands. Hence, we expect the uncertainty of outcome hypothesis tends to be 

supported if we use revenue of each sport teams as the dependent variable.


